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神経回路網モデルによる時系列の逐次学習法の研究【11は,非平衡多重安定系の動力学として

興味深い現象を見せます[1】.スピングラス研究に見られるように,多重安定状態から系を最低

エネルギー状態に至らしめるためにはアニーリング法が有効であり,神経回路網モデルでもこ

の応用が多くなされてきました.しかし,この手法では,極めて長い処理の時間が必要であ

り,また自律的なプロセスでもありません.しかし,on-lineleamingと呼ばれる逐次学習法に於

ては,系は最適解で自律的に安定化される (Fo比er-Planck方程式のdiffusiontemが基底状態に自

律的に小さくなる)メカニズムがあり,そのことが学習の進行に有利に働いていると思われま

す[2].私は,この一種の<自己アニーリング現象>を一般化することにより,競合する相互作

用が揺動するような非平衡開放系において,その相互作用の揺動に起因する状態揺らぎが基底

状態で自律的に小さくなるメカニズムを,一次元ポテンシャル系に於て議論しました【3].
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図1: 複数の部分ポテンシャルの重ね

合わせから生じたポテンシャル
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図2: セルフアニールングダイナミクスの典型例

重ね合わされたポテンシャルの基底状態に達した時

部分ポテンシャルのすべてのフラストレーションが

がlry'(･･消される系では､北底状態でイ1.I:1日空目u内のゆら
が汁扶 する｡
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